
令和８年度 第１回学校運営協議会 議事録 

 

【日 時】 令和８年７月 14 日（火） 10 時 40 分～12 時 10 分 

【場 所】 逗子葉山高等学校 会議室 

【出席者】 ≪委員≫ 河原林 薫    （逗子市立沼間中学校 校長） 

           雨宮  彰子   （逗子市立沼間小学校 校長） 

           水留  純子   （葉山町 地域学校協働活動推進員） 

           山浦  彩子   （NPO 法人葉山風の子理事長） 

           本藤  太郎   （逗子文化プラザ市民交流センター副館長） 

           鈴木  曉    （市民協働部次長 市民協働課長事務取扱） 

           城藤  弓恵   （東逗子商栄会 役員） 

           佐藤  眞理子  （イトーピア自治会代表） 

           平   容久   （本校 校長） 

 

【事務局】 長谷川 千栄子（副校長） 森 知都（教頭） 内藤 朋子（事務長） 長嶺 圭介（教務） 

      若槻  ゆかり（研究・広報） 下山田 哲（キャリア支援） 下城 塁（生徒指導） 

      古屋  明子（生徒活動支援） 沼野 剛士（管理運営） 

 

【欠席者】 ２名 

 

【議事】  司会 副校長 

 

１  

学校長挨拶 

・今年の四月で、着任二年目となった。百人近い職員が今年度、本校で勤務している。その内、二十人ほどが

新しく着任した。新着任の職員含め、今年度も一丸となって生徒への支援を頑張っていきたい。 

 

２ 

  学校運営協議会 

（１）令和８年度 学校運営協議会委員の委嘱（校長） 

（２）学校運営協議会委員 自己紹介 

（３）学校運営協議会事務局 紹介 

（４）学校運営協議会について （校長） 

（５）会長及び副会長の選任 

会長 ：奧村 洋美（PTA 会長） 

副会長：平 容久（校長） 

 

 

 

 

 

 



３ 

  協議事項 

（１）学校運営協議会の組織について 

   「神奈川県立逗子葉山高等学校における学校運営協議会運営要綱」第９条に基づいて、構成する。 

 

（２）令和８年度 逗子葉山高等学校の学校運営について 

〇令和８年度の取り組みについて  

・写真部（写真甲子園 2026 本選大会進出） 

・電子技術研究部（第 21 回全国高等学校 ARDF 競技大会出場） 

・サッカー部（W 杯日本代表 伊東純也選手への横断幕作成） 

・野球部（第 108 回全国高校野球選手権 神奈川大会 選手宣誓） 

・気象警報発令時の対応について 

 

【教務】 

・授業の計画など、生徒の知識技能の定着を図る取り組みを行っている。 

・一人一台端末の推進を図っている。 

・一回一回の授業を大切に、生徒にとってより良い授業となれるよう、計画に取り組んでいる。 

 

【生徒活動支援】 

・生徒の主体性を育てながら、学校・部活動の充実をサポートしている。 

・選挙で選出された生徒会を中心に、週一回の会議で話し合いを行いながら、学校運営のサポートを行っている。 

・教育相談では、ＳＣ・ＳＳＷと協力しながら生徒のカウンセリングを行っている。また、保健室と職員間で連

携を密に取りながら生徒のサポートを今後も継続して行っていきたい。 

 

【キャリア支援】 

・生徒の卒業後の進路をサポートしていく。 

・進路選択で、悩んでしまう生徒が一定数いる為、一年時の頃より、様々な取り組みを行い、少しでも将来の見

通しが持てるように支援している。 

 

【研究広報】 

・地域に開かれた学校を目指し、ワークショップを実施している。 

・地域清掃ボランティアを実施し、生徒たちが自主的に参加し、地域に貢献する学びの機会を支援している。 

 逗子海岸清掃では、120 人近い生徒が応募し、桜山公園・東逗子駅の清掃では、50 人近い応募があった。 

 

【生徒指導】 

・月初めや試験期間中に、下校指導を行っている。 

・生徒指導案件は昨年度と比較すると、減少傾向にある。 

・生徒活動と協力しながら、生徒の支援を引き続き行っていきたい。 

 

【管理運営】 

・学校運営全般、校内環境整備を中心に行っている。 

・昨年度、蓋つきのごみ箱を全クラスに導入し、生徒から好評を得た。 



・美化委員会と協力しながら、引き続き美化意識向上に努めていきたい。 

 

【事務長】 

・校舎の老朽化対策を予算に基づいて継続的に行っている。 

・照明の LED 化を進めていきたい。 

・現在、体育館の雨漏り修繕工事を行っている。 

・働き方改革の一環として、印刷室などにエアコンの設置をし、職員から好評を得た。 

 

【教頭】 

・働き方改革の一環として、時間外勤務の削減に取り組んでいるが、依然として 4～6 月は時間外勤務をしてい

る職員が少なからずいるのが現状。業務の棚卸を行い、削れるところは削り、業務アシスタント・技能員と協

力し、職員の業務削減に引き続き取り組んでいきたい。 

 

〇各委員からの意見等 

 

【感想①】 

・生徒の活動について、写真部や電子技術研究部の取り組みがとても素晴らしい。昨年度テレビでも取り上げら

れており、今年も楽しみにしている。 

・電子技術研究部は災害時などで、なにか活躍の機会がありそうだと感じた。 

 

【質問①】 

・文化祭の日時はいつなのか。 

・今年度も文化祭で花火は打ち上げるのか。 

 

【回答①】 

・９月 19 日（土）が一般公開である。 

・今年も花火を打ち上げる予定である。 

 

【感想②】 

・写真部の五年連続出場は、本当に素晴らしい。 

・生徒のボランティア活動に対する意識が高いことは良いことである。 

 

【質問②】 

・ボランティア活動を行うことで、何か面接等で有利に働くことはあるのか？ 

 

【回答②】 

・高校時代に何か取り組んだことはあるか、などの質問をされることが多く、その際に高校時代に努力したこと

として話せる点では一定の評価をいただけるのではないかと思う。ただし、その面接を行う大学や企業の考え

もあるため、この場で詳しくは答えられない。 

 

【感想③】 

・交通安全教室に逗子葉山高校の生徒が来てくれ、大変お世話になっている。高校生が来てくれると、小学生に



とってはとても嬉しい。登下校時に挨拶をしてくれたりと、児童たちも喜んでいる。 

 

【質問③】 

・時短勤務を取得する職員が複数いる場合、貴校ではどのように対応しているか。 

 

【回答③】 

・自分は担任だが、時差出勤を行っており、朝の SHR は副担任の先生にお願いしている。また、学年やグルー

プの先生方の理解を得て協力して頂き、感謝している。 

 

【質問④】 

・ＳＣ、ＳＳＷは何人いるのか。また、資格などは所持しているのか。 

 

【回答④】 

・ＳＣ、ＳＳＷは各１名ずつ勤務している。県から資格を所持している人材を各高校に派遣している。 

 

【感想④】 

・イトーピア自治会と逗子葉山との関係性として、自治会→逗子葉山にお願いをする際は、清掃をお願いしてい

る。しかし、逗子葉山から自治会に対してはお願いがあまりない。様々な部活動があるのだから、部活動のサ

ポートをしてくれないか等のお願いを葉山町やイトーピア自治会に依頼してもよいのではないか。 

 

４ 

事務局から 

（１）今後の日程等について 

・９月 18 日（金）文化祭≪非公開≫、19 日（土）文化祭〈一般公開〉 

・11 月 12 日（木）公開研究授業 

・第２回学校運営協議会   12 月実施予定 

・第３回学校運営協議会（書面開催） ３月実施予定 

 


